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XAFS study of alkali metals adsorbed on graphene oxide 
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酸化グラフェン（Graphene oxide, GO）はグラフェンの大量合成を可能にする素材として研究が

進んでいる物質である。近年，水溶液中において放射性物質を含む種々の金属に対する吸着能力

が発現することが明らかになり，新たな吸着材料としての利用が期待されている。私たちは GO

に金属イオンを吸着させ，吸着状態について表面科学

的手法を用いて調べることにより，GO への種々金属

の吸着機構解明に向けた研究に着手した[1]。今回，

GOに吸着したKや Sr, Csの吸着状態についてその場

XAFS 測定などにより明らかにしたので報告する。 

KClおよび CsCl, SrCl2水溶液（それぞれ 0.1 mol/l）

にGOを浸漬させることでKおよびCs, Srをそれぞれ

GO に吸着させた。吸着後の GOおよび吸着金属の電

子状態や原子構造の変化をCおよびOのK吸収端（立

命館大学 SRセンターBL-8），Kおよび Cl，Srの K吸

収端，Cs LIII吸収端 XAFS（KEK PF BL-27A, BL-27B）

により評価した。 

図 1に Kおよび Clの K吸収端XAFSスペクトルを

示す。KCl水溶液に GO を浸漬させると，Clのスペク

トルには顕著な変化が見られない一方で，Kのスペク

トルでは吸収端のエネルギーの高エネルギーシフト

やピークA, Bの強度変化が観察された。このことは，

水溶液中において K が GO に吸着したことを直接的

に示すとともに，吸着により Kの 3dの電子状態が主

として変化することを示唆している。講演では Sr お

よび Csの GOへの吸着についても議論する。 

[1] S. Entani, et al., Jpn. J. Appl. Phys. 57, 04FP04 (2018).  

 

 

Fig. 1: (a,b) K and (c) Cl K-edge XAFS 

spectra of KCl film (black), 0.1 mol/l 

KCl solution (red), KCl solution with 

immersed GO (green) and K-absorbed 

GO after removal of KCl solution 

(blue). Peak A pre-edge shoulder and 

Peak B are assigned to 1s to 3d and 1s 

to 4p transitions, respectively.  
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